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瀬戸市都市交通マスタープラン（案）パブリックコメント手続き

実施結果

１ 意見募集期間 平成３０年３月２３日（金）から平成３０年４月２３日（月）まで

２ 意見提出人数 １１人

３ 意見件数 ６４件

４ 意見への対応

Ａ 意見を踏まえて、案の修正をするもの ３件

Ｂ 意見の趣旨や内容を盛り込み済みであり、考え方を説明するもの １９件

Ｃ 今後の事業実施の参考とするもの ３６件

Ｄ 本計画案に関する質問に対して回答するもの            ２件

５ 意見の内訳  

内  容 件  数

都市像や将来都市構造、都市交通の方針等に関するもの １２件

拠点形成や土地利用、居住誘導等に関するもの ９件

道路整備に関するもの ６件

公共交通に関するもの ２７件

安全安心に関するもの ３件

その他 要望等 ３件

合計 ６０件

（参考）計画書の分野別     

分  野 件  数

第２章 都市づくりの現状と課題 ５件

第３章 都市の将来像

将来像・将来都市構造 ５件

将来土地利用構想 ８件

将来交通計画 ３９件

その他 要望等 ３件

合計 ６０件

６ その他の意見として受理したもの ４件

資料 1



意見の概要及び市の考え方（意見の内容別）

⑴　都市像や将来都市構造、都市交通の方針に関するもの（12項目）

No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

1

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（都市交

通の方

針）

　都市交通の方針において、高齢者や障害者、妊

産婦、子連れの人等の自立した日常生活や社会生

活を確保するためとありますが、「社会的に弱い

立場にある人」とか「交通弱者」などの表現を入

れたらどうですか。

　「社会的に弱い立場にある人」や「交通弱者」と

表現される方も対象に含めていますが、上位計画で

の表現との整合を図り、具体的な表現としていま

す。

Ｂ

2

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（都市交

通の方

針）

　交通施策の実現に向けての進め方や、実施体

制、見直し・検証の視点も記載すべきではない

か。

　交通施策の実現に向けての進め方や、実施体制、

見直し・検証等については、具体的な取組みとなる

立地適正化計画や地域公共交通網形成計画等におい

て明確にし、施策の実現を推進していきます。

Ｂ

3

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（都市交

通の方

針）

　基本理念や交通政策をつなぐとともに各交通政

策の共通点を見出した目標を掲げた方が重要なポ

イントが伝わるのではないか。

　例えば、自動車利用と公共交通利用の使い分け

が進まないと、様々な交通政策の実現はできない

と思います。自動車依存からの転換に向けた交通

政策の目標として「自動車依存を中心に置いた生

活スタイルの転換」を掲げてはどうか。

　本計画では、基本理念「住みたいまち　誇れるま

ち　新しい瀬戸」と３つの都市像を踏まえた「多極

ネットワーク型コンパクト構造」を実現するため、

市民の移動の利便性、快適性、効率性を確保し、多

くの来訪者を迎え入れることができることを目指

し、「誰もが　出かけたくなるまち　せと」を都市

交通の方針としました。

Ｂ

4

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（目標・

評価指標

等）

　いつまでにどのようなことをどれくらい進める

か数値目標を明確にする事により、当該マスター

プラン全体で取り組むべき具体的な目標が明確に

なり、理解しやすくなると考えます。

　交通施策の実現に向けての目標等については、具

体的な取組みとなる立地適正化計画や地域公共交通

網形成計画等において明確にし、施策の実現を推進

していきます。

Ｂ

5

第３章

都市の将

来像

都市像

（都市

像）

都市像「安心して子育てができ、子どもが健やか

に育つまち」を「高齢者、障害者、子育て世代に

とっても安心でき、健康で快適な生活環境のま

ち」としてはどうか。

　都市像については、平成28年12月に策定した本

市の最上位計画である第６次瀬戸市総合計画の都市

像としました。

Ｂ

6

第３章

都市の将

来像

将来都市

構造

（交通

ネット

ワークの

構築）

　「多極ネットワーク型コンパクト構造」を目指

すとありますが、多極型である瀬戸市にとって

ネットワークの形成に公共交通等が重要なことは

以前からの課題です。

　「多極ネットワーク型コンパクト構造」は「拠点

の形成」と「交通ネットワークの構築」によって、

拡大した都市構造を見直し、コンパクトな都市構造

へと転換していくものとしています。

Ｂ
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No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

7

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（都市交

通の方

針）

　市の現状を踏まえて、一人で悩み、独りぼっち

の高齢者をなくしていくために、地域住民の声を

聞き地域の独自性を生かしながら、行政側が主導

的に進めていくことが大切だと思います。瀬戸市

が｢住みやすい、住みたいまち｣と誇れるまちにな

ることを願っています。

　「３－５将来交通計画（１）都市交通の方針」に

おいて、高齢者等の自立した日常生活や社会生活を

確保するため、移動の利便性、快適性、効率性を確

保し、多くの来訪者を迎え入れることができる「誰

もが　出かけたくなるまち　せと」を都市交通の方

針として政策を推進していきます。

Ｂ

8

第３章

都市の将

来像

将来都市

構造

（多極

ネット

ワーク型

コンパク

ト構造）

　今回のマスタープランは瀬戸市全体のまちづく

りの一環として進めていく、この部分を大切にし

ていただきたいと思います。経済面や活動する人

の問題で地域の負担を増すことが心配されます。

地域の独自性を重視しながらも、瀬戸市としてす

べきことは守ってください。住みやすい地域は住

民の要求や声が生かされていることです。それ

が、瀬戸市全体が住みやすい、住みたくなるまち

につながっていきます。コンパクトな都市構造へ

の転換に向けて、地域の独自性を重視しながら

も、地域任せにするのでなく、瀬戸市が共に考え

ていく姿勢を大切にしてください。

　「３－３将来都市構造（１）多極ネットワーク型

コンパクト構造の基本的考え方」において、医療・

福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、

あるいは、高齢者をはじめとする住民が公共交通に

より医療・福祉施設や商業施設等にアクセスできる

など、日常生活に必要なサービスが住まい等の身近

に存在する「多極ネットワーク型コンパクト構造」

を目指すこととしています。いただいたご意見は今

後の事業実施の参考とします。

Ｃ

9

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（目標・

評価指標

等）

　目標年次について、どの部分のどこまでを平成

38年までに実現するのか不明確です。予定通りに

は行かないでしょうが、予算を含めて瀬戸市とし

ての思いを示すべきと思います。

　交通施策の実現に向けての目標等については、具

体的な取組みとなる立地適正化計画や地域公共交通

網形成計画等において明確にし、施策の実現を推進

していきます。

Ｂ

10

第３章

都市の将

来像

将来都市

構造

（多極

ネット

ワーク型

コンパク

ト構造）

　交通ネットワークの構築において、今回も地域

間交通網の形成を基本としたコミュニティバスの

運行計画が進められようとしています。周辺市町

は、全域から公共施設や文化施設や観光施設に行

けるような都市計画の方針になっています。な

ぜ、瀬戸市だけが地域間交通網を優先的に考える

のですか。

　「３－３将来都市構造（１）多極ネットワーク型

コンパクト構造の基本的考え方」において、高齢者

にとっても子育て世代にとっても安心できる健康で

快適な生活環境を実現し、災害から人命を守り、財

政面や経済面において持続可能な都市経営を行って

いくため、それぞれの地域拠点が有する都市機能や

居住機能を有機的に結ぶ「多極ネットワーク型コン

パクト構造」を目指すこととしています。また、来

訪者が市内各所のやきものの歴史や文化を中心とし

た地域資源を体感できるよう回遊性を高めるなど、

魅力を感じられるまちづくりを進めることとしてい

ます。いただいたご意見は今後の事業実施の参考と

します。

Ｃ

2/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

11

第３章

都市の将

来像

将来都市

構造

（多極

ネット

ワーク型

コンパク

ト構造）

　瀬戸市のまちなか交通戦略（H21年６月策定）

では、まちづくりと都市交通の連動した取り組み

において、公共交通を『都市に不可欠な装置』と

して位置づけ、都市経営と公共交通経営は、それ

ぞれ単体では困難の課題でも、連動した取り組み

をすすめることにより、好転するサイクルを生み

出させることに着目した取り組みを進めます、と

述べています。後段部分では、着実に進行しつつ

ある高齢化などの社会情勢に対応すべく、優先的

に進める効果的な施策を見極め集中的に進めてい

きます、としています。

　このような視点で都市交通マスタープランの検

討がなされたのでしょうか。

　「３－３将来都市構造（１）多極ネットワーク型

コンパクト構造の基本的考え方」において、全国的

な人口の急激な減少と高齢化が進行する中で、高齢

者にとっても子育て世代にとっても安心できる健康

で快適な生活環境を実現し、災害から人命を守り、

財政面や経済面において持続可能な都市経営を行っ

ていくため、それぞれの地域拠点が有する都市機能

や居住機能を有機的に結ぶ「多極ネットワーク型コ

ンパクト構造」を目指すこととしています。

Ｂ

12

第２章

都市づく

りの現状

と課題

都市構造

（更新需

要）

　都市構造に関する課題「❖４－２：長寿命化に

よる更新需要の軽減」について、「公共施設等を

含む交通インフラの長寿命化による更新需要の軽

減」とした方が分かりやすいと思います。

　長寿命化には、公共施設等（公共建築物、インフ

ラ資産）も含まれるものととらえています。
Ｂ

⑵　拠点形成や土地利用、居住誘導に関するもの（９項目）

No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

1

第２章

都市づく

りの現状

と課題

都市構造

（居住誘

導）

　都市構造に関する課題「❖２－１：利便性が高

い地域への居住の誘導」について、誰を誘導した

いと考えているのですか。

　「３－３将来都市構造（１）多極ネットワーク型

コンパクト構造の基本的考え方」において、「多極

ネットワーク型コンパクト構造」への都市構造の転

換方針を示し、利便性が高い拠点周辺への居住の誘

導を促進することで、高齢者にとっても子育て世代

にとっても安心できる健康で快適な生活環境を実現

することとしています。

Ｂ

2

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　公共交通主体の都市にするためには、「駅前に

滞留する」、「目的地が駅または駅前になる」必

要があると思います。そのためには駅前の再開発

や商業集積による、徒歩で生活が完結する高密度

な集合住宅やサービス付き高齢者住宅、各種公共

施設、大規模な商業施設等を建設する必要がある

のでないかと思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

交通結節機能の強化（４）都市機能の維持・拡充」

において、交通環境の形成と合わせて、拠点の特性

に応じた都市機能の維持・拡充を図ることとしてい

ます。いただいたご意見は今後の事業実施の参考と

します。

Ｃ

3

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　駅を中心としたコンパクトなまちづくりを計画

されている中水野駅において、周辺の農地では野

鳥なども見られ、自然豊かな場所であることを考

慮し、屋上農園や緑化等を推進してほしい。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

交通結節機能の強化（４）都市機能の維持・拡充」

において、交通環境の形成と合わせて、拠点の特性

に応じた都市機能の維持・拡充を図ることとしてい

ます。いただいたご意見は今後の事業実施の参考と

します。

Ｃ

3/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

4

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　水野駅において、スーパーマーケットやカ

フェ、ファストフード店、商業施設、駅直結の集

合住宅などがあると若者を呼び込むことができる

と思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

交通結節機能の強化（４）都市機能の維持・拡充」

において、交通環境の形成と合わせて、拠点の特性

に応じた都市機能の維持・拡充を図ることとしてい

ます。いただいたご意見は今後の事業実施の参考と

します。

Ｃ

5

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　新瀬戸駅周辺において、図書館や商業施設、映

画館、各種飲食店等の高度利用を図るとともに、

陶生病院と駅を結ぶ通路を作ることで安全性の向

上や憩いの場の創出もできると思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

交通結節機能の強化（４）都市機能の維持・拡充」

において、交通環境の形成と合わせて、拠点の特性

に応じた都市機能の維持・拡充を図ることとしてい

ます。いただいたご意見は今後の事業実施の参考と

します。

Ｃ

6

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　尾張瀬戸駅や新瀬戸駅等の交通結節点におい

て、各方面からの乗り換えにより多くの人が行き

交うようになれば、商業をはじめとした駅前の活

性化や賑わいの創出へつながると考えます。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

交通結節機能の強化（４）都市機能の維持・拡充」

において、交通環境の形成と合わせて、拠点の特性

に応じた都市機能の維持・拡充を図ることとしてい

ます。いただいたご意見は今後の事業実施の参考と

します。

Ｃ

7

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　中心市街地については、交通ネットワークの形

成以前に空洞化を止める政策こそ必要だと思う。

小中一貫校の整備により、中心市街地はますます

空洞化すると思う。

　「３－３将来都市構造（２）拠点の形成」におい

て、新瀬戸駅・瀬戸市駅周辺については、暮らしの

質を高める都市機能を提供する中心拠点として、尾

張瀬戸駅周辺については、新しい魅力を創造する中

心拠点として、拠点の特性に応じた都市機能の維

持・拡充を図ることとしています。

Ｂ

8

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（拠点形

成）

　利便性が高い地域への居住の誘導とあるが、住

みたくなる街とはそんなイメージではなく、学校

も病院も店舗もあり、中心市街地へ出かける交通

手段もある事だと思う。不便だからと一つにまと

めればいいとは思えない。

　「３－３将来都市構造（２）拠点の形成」におい

て、居住を誘導する各地域の拠点は、周辺からの公

共交通によるアクセスの利便性が高く、生活サービ

スや業務・商業などの都市機能が集積する区域に設

定することとしています。いただいたご意見は今後

の事業実施の参考とします。

Ｃ

9

第３章

都市の将

来像

将来土地

利用構想

（土地利

用誘導）

　企業にとって、活動したいと思われるまちに

なっているか疑問を感じています。企業の規模拡

大や誘致に対する用地の不足を問題にしています

が、もっと深刻な課題があることに、問題意識が

ないことに触れたいと思います。

　企業の目指す立地条件は、平坦で投資効果が比

較的に安く、しかも道路網（幅員30ｍ以上）が整

備されているか、今後、急速的に整備が行われて

いく保証があるかが問われていると思います。ま

た、関連企業が参加できる用地が担保できている

かも重要な課題であると思います。その点では、

瀬戸の東部方面の丘陵地でなく、市の西部及び南

部方面に誘致すべきだと考えます。

　「３－４将来土地利用構想⑥土地利用誘導ソー

ン」において、インターチェンジやデジタルリサー

チパークセンター周辺で、東海環状自動車道等の良

好なアクセスや既存工業団地を活かした新たな産業

基盤の創出を図ることとしています。いただいたご

意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

4/12



⑶　道路整備に関するもの（６項目）

No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

1

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（道路整

備）

　西本町交差点において、東進方向で文化セン

ター方面への右折車があると直進できない。ガー

ドレールでわざわざ狭くしてある。これを少し広

げれば解消すると思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

道路ネットワークの形成（４）幹線道路の混雑緩

和」において、混雑発生箇所の交通処理対策を推進

することとしています。いただいたご意見は今後の

事業実施の参考とします。

Ｃ

2

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（道路整

備）

　南山中学校から水野駅までの間において、歩道

がない部分が多く、いつも車にひやひやしていま

す。なんとか歩行者、生徒が安心して歩けるよう

にならないでしょうか。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

安全安心の確保（２）歩行者・自転車優先の道づく

り①通学路の安全確保」において、歩道整備等によ

る交通安全対策を実施することとしています。いた

だいたご意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

3

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（道路整

備）

　課題にもなっていますが、幹線道路の整備が中

途半端になっている。道路ネットワークの整備に

ついて、わずかな予算を分散させないで集中して

工事を進め、完成目標年次を明確にしてほしい。

　交通施策の実現に向けての目標等については、具

体的な取組みとなる総合交通戦略等の実施計画にお

いて明確にし、施策の実現を推進していきます。

B

4

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（道路整

備）

　第３環状線、瀬戸環状東部線などの広域交通網

の整備が周辺自治体と比べて遅れています。豊田

市や名古屋方面などへの製造品の出荷や搬入など

経済活動の地域的なハンデ（不利な条件）を克服

しなくてはならないと思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

道路ネットワークの形成」において、広域的な道路

ネットワークへのアクセス利便性の向上や市内の各

拠点や隣接市を結び円滑に移動できる道路ネット

ワークの形成を図るなどにより、都市像の１つであ

る「活力ある地域経済と豊かな暮らしを実感できる

まち」の実現を目指します。

Ｂ

5

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（都市計

画道路の

見直し）

　踏切部の混雑解消に向けた取り組みについて、

鹿乗共栄線の立体交差は技術的に困難なので、第

３環状線の高架化について検討ができませんか。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

道路ネットワークの形成（５）都市計画道路網の見

直し」において、踏切部で混雑が発生している鹿乗

共栄線や第３環状線の見直しを推進することとして

います。いただいたご意見は今後の事業実施の参考

とします。

Ｃ

6

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（道路整

備）

　外環状道路の形成について、瀬戸環状東部線の

整備も必要ですが、第３環状線の整備も重要だと

思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

道路ネットワークの形成」において、瀬戸環状東部

線をはじめとした外環状道路の形成を推進すること

としています。いただいたご意見は今後の事業実施

の参考とします。

Ｃ

5/12



⑷　公共交通に関するもの（27項目）

No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

1

第２章

都市づく

りの現状

と課題

都市交通

（交通行

動の転

換）

　都市交通に関する課題「❖５－２：自動車と公

共交通等を「かしこく」使い分ける交通行動への

転換」について、「かしこく」とは、どんなこと

でしょうか。目的地が同じでも、時と場合によっ

て、そこに行く方法（自家用車、電車・バス、徒

歩等々）は異なります。自動車のナビでも、目的

地を設定すると「楽な道優先」とか「距離優先」

とか複数の選択肢が示されます。

　「かしこく」とは、自家用自動車での移動を主体

とする交通行動から、目的地や交通状況等によって

自家用自動車や電車、バス、徒歩等の交通手段を使

い分け、円滑な移動を選択する交通行動を示してい

ます。

Ｂ

2

第２章

都市づく

りの現状

と課題

都市交通

の課題

（公共交

通）

　都市交通に関する課題「❖８－１：鉄道・基幹

バスの維持・活性化」について、「鉄道・バスの

活性化」とは、どういう考え方ですか。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施

策」において、課題に対する鉄道やバス等を含む公

共交通の将来交通計画と交通政策を示し、利便性の

高い鉄道・基幹バスの運行を目指すこととしていま

す。

Ｂ

3

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　電車接近案内（アナウンス）において、電車が

ホームに入ってくるときに「まもなく○番線に電

車がまいります。危険ですから、黄色い線までお

さがりください。」と言うよりも、「黄色い点字

ブロックの内側まで」という言葉を使う方が適し

ていると思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

交通結節機能の強化（１）バリアフリー化の推進」

において、誰もが安心して利用できるようバリアフ

リー化を推進することとしています。いただいたご

意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

4

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　菱野団地、暁工業団地、品野地域や赤津地域等

へ、鉄道や新交通システム（リニモ等）を延伸す

ることで、沿線や駅前が開発されるとともに名古

屋市や豊田市の通勤圏として居住人口の増加が見

込めると思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（５）交通ネットワー

クの維持・拡充」において、まちづくりと連携した

面的な公共交通ネットワークの再構築を図ることと

しています。いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とします。

Ｃ

5

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　陶磁器生産で栄えた東濃地方を鉄道で結ぶこと

によって、陶磁器文化の交流のみならず、多くの

人々の交流が生まれることで”世界一の陶芸文化

都市”として発展していくことを願っています。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（５）交通ネットワー

クの維持・拡充」において、まちづくりと連携した

面的な公共交通ネットワークの再構築を図ることと

しています。いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とします。

Ｃ

6

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　市民公園は自家用車でしかアクセスができない

ため、大会やイベント時などへの対応を可能とす

る公共交通が必要と考えます。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（２）広域基幹バス・

市内基幹バスの維持・再編」において、通勤・通学

や観光・交流などにおける利便性の向上を図ること

としています。

　現在、市民公園へは、新瀬戸駅と中水野駅間を運

行する市内基幹バス水野循環線「市民公園前」が最

寄りのバス停留所となっています。いただいたご意

見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

6/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

7

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　文化センターは駅から遠く坂道でもあるため、

高齢者や小さな子どもにとっては移動が困難なた

め、公共交通が必要と考えます。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（２）広域基幹バス・

市内基幹バスの維持・再編」において、通勤・通学

や観光・交流などにおける利便性の向上を図ること

としています。

　現在、文化センターへは、瀬戸駅前（尾張瀬戸

駅）と八草駅間を運行する瀬戸市コミュニティバス

上之山線「文化センター」が最寄りバス停留所と

なっています。いただいたご意見は今後の事業実施

の参考とします。

Ｃ

8

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　リニア中央新幹線の開通を見据えて、名鉄瀬戸

線を名古屋駅へ延伸してほしい。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（５）交通ネットワー

クの維持・拡充」において、まちづくりと連携した

面的な公共交通ネットワークの再構築を図ることと

しています。いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とします。

Ｃ

9

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　高齢者の方々の意識改革が重要と考えます。自

動車事故防止や事故回避のためだけではなく健康

増進や、新たなコミニュケーションの構築（ご近

所づきあい以外に広める）ためなど、自動車に依

存した生活からの転換が進めば、ここに列挙され

ている施策も前進すると考えられます。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（４）公共交通の利用

促進」において、利用したくなる公共交通環境を整

備することとしています。いただいたご意見は今後

の事業実施の参考とします。

Ｃ

10

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（鉄道の

利便性向

上）

　鉄道の分担率は11%と低いですが、瀬戸市は名

古屋都心へ直接乗り入れ、昼間時間帯でもダイヤ

６便/時間もある鉄道をもっているのです。鉄道

事業者と行政等の関係主体が一体となって利便

性、サービスの向上等を実現してほしい。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（４）公共交通の利用

促進　及び　交流促進（３）鉄道、バス等の交通事

業者との連携」において、交通事業者等との連携に

より政策を推進することとしています。いただいた

ご意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

11

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（バスの

利便性向

上）

　瀬戸北線利用者アンケート報告書によると市内

目的地として「尾張瀬戸駅」が約14％と最も多

く、次いで「陶生病院」約13％と２番目に多く

なっています。公立陶生病院ヘの市内基幹バスや

コミュニティバスの乗り入れ促進については、陶

生病院を利用する多くの市民の願いにかなったも

のです。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（１）陶生病院ロータ

リーのハブ化推進」において、隣接市の公共交通の

乗り入れを促進し、公共交通ネットワークの強化を

図ることとしています。

Ｂ

7/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

12

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（バスの

利便性向

上）

　瀬戸北線について、陶生病院へのアクセス性向

上のため、特に午前７時、８時台の瀬戸駅前行き

を新瀬戸駅行きに延伸してはどうでしょうか。ま

た、尾張旭市、長久手市の公共交通機関が陶生病

院に乗り入れできれば、利便性の向上につながる

と思います。

　市内基幹バスにおいては、通勤・通学や観光・交

流などにおける利便性の向上を図り、市内拠点間の

交通ネットワークを確保することとしています。い

ただいたご意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

13

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通の利用

促進）

　瀬戸北線利用者アンケート報告書によると五位

塚町の利用者が約13％と最も多くなっています。

この地区には規模の大きい団地があるので、交通

事業者、自治会、行政等が連携し、公共交通の優

位性の啓発やイベントの開催等で、より一層利用

促進を図っていく必要があると思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（４）公共交通の利用

促進」において、利用したくなる公共交通環境の整

備を三位一体による協働で実施することとしていま

す。いただいたご意見は今後の事業実施の参考とし

ます。

Ｃ

14

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（バスの

利便性向

上）

　瀬戸北線の基幹バスが通る時間帯のバス停は、

片草線のコミュニティバスが現在通過しています

が、利用者の利便性向上のため、停車したらどう

ですか。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（２）広域基幹バス・

市内基幹バスの維持・再編　及び　生活交通の確保

（１）地域特性に応じた持続可能な生活交通の確

保」において、通勤・通学や観光・交流などにおけ

る利便性の向上と地域特性に応じた持続可能な生活

交通の確保を図り、交通ネットワークを確保するこ

ととしています。いただいたご意見は今後の事業実

施の参考とします。

Ｃ

15

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　高齢者の免許返納者等が出かけたくなる施策と

して、無料パス等の運賃補助の検討が必要だと思

います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（４）公共交通の利用

促進」において、利用したくなる公共交通環境の整

備を実施することとしています。いただいたご意見

は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

16

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（生活交

通の確

保）

　菱野団地　住民バスについて、団地の将来のま

ちづくりを予測すると、団地内に商店街、病院の

進出は期待できないと考えます。住民バスを団地

外まで走らせることの検討が必要ではないでしょ

うか。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

生活交通の確保（１）地域特性に応じた持続可能な

生活交通の確保」において、地域特性に応じた持続

可能な生活交通の確保を図り、交通ネットワークを

確保することとしています。いただいたご意見は今

後の事業実施の参考とします。

Ｃ

8/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

17

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（コミュ

ニティバ

ス）

　コミュニティバスについて、隔日運行を毎日運

行にしてほしい。また、利用しやすくわかりやす

い路線やダイヤ構成にしてほしい。

　誰にでもわかりやすく乗り継ぎもしやすいよう

に、陶生病院ロータリーのハブ化を推進し、瀬戸

市役所への乗り入れも考えて欲しい。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（２）広域基幹バス・

市内基幹バスの維持・再編　及び　生活交通の確保

（１）地域特性に応じた持続可能な生活交通の確

保」において、市内基幹バスの利便性の向上と地域

特性に応じた持続可能な生活交通の確保を図り、交

通ネットワークを確保することとしています。いた

だいたご意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

18

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通環境の

整備）

　高齢者が住みやすいまちを目指すため、免許返

納後も、公共交通を利用したくなるような施策を

実施してほしい。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（４）公共交通の利用

促進」において、利用したくなる公共交通環境の整

備を実施することとしています。いただいた意見は

今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

19

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通の利用

促進）

　交通結節機能の強化や、公共交通ネットワーク

の形成に関する施策に住民の声を反映し、利用促

進を図るものにしてほしい。重ねて、試行運行で

他市に比べて利用が伸びていないことの検証から

考えてほしい。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（４）公共交通の利用

促進」において、利用したくなる公共交通環境の整

備を実施することとしています。いただいたご意見

は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

20

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（生活交

通の確

保）

　生活交通の確保について、菱野団地住民バスは

非常にわかりにくかった。運転手がボランティア

でいいのか、運行費用はどうなるのか、ボラン

ティアも費用も高齢化の進む団地の課題ではない

か。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

生活交通の確保（１）地域特性に応じた持続可能な

生活交通の確保」において、地域特性に応じた効率

的・効果的な運行のあり方を検討し、持続可能な生

活交通の確保を図ることとしています。

Ｂ

21

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（コミュ

ニティバ

ス）

　現在も試行運転として実施されているコミュニ

ティバスの充実を図るのが一番だと思います。他

の市町のように市役所を起点として運行してほし

い。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（１）陶生病院ロータ

リーのハブ化推進」において、隣接市の公共交通の

乗り入れを促進し、公共交通ネットワークの強化を

図ることとしています。いただいたご意見は今後の

事業実施の参考とします。

Ｃ

9/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

22

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（生活交

通の確

保）

　高齢者は現在生活している場所を変えることは

まずできません｡だとすれば高齢者が買い物、病

院、役所などに安心し、気軽に行くことができる

交通機関、コミバスの整備が急務です。

　菱野団地の「住民バス」、下半田川線地域の

「デマンド型タクシー」も地域の方々の努力でと

ても艮いことだと思いますが、高齢者にとって予

約すること、待っている時間、知らない人と乗り

合わせることへの抵抗、それらが理由となり外出

を減らしている人もみえると聞きます。それらの

取り組みも考慮して、高齢者が買い物、病院、役

所などに安心して気軽に行くことができる交通機

関、コミュニティバスの整備をしてほしい。

　「３－５将来交通計画（１）都市交通の方針」に

おいて、それぞれの地域拠点の特性に応じて居住や

医療・福祉、観光、商業など都市機能の集積を図

り、道路や公共交通等のネットワークを構築し連携

を図ることとしています。いただいたご意見は今後

の事業実施の参考とします。

Ｃ

23

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通）

　自動車と公共交通等を「かしこく」使い分ける

交通行動への転換については、賛成です。

　長久手市や尾張旭市のように市役所で巡回バス

の乗り換えができれば、公共施設の利便性が高ま

り、友人・知人にも会いに行くことができます。

　私はやすらぎ会館にはコミュニティバスで行け

ます。しかし、文化センターには、新瀬戸駅まで

1.7ｋｍを歩き、名鉄に乗り尾張瀬戸駅から歩き

ます。コミュニティバスの路線がありますが、イ

ベントや会議の時間を考えると利用できません。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

公共交通ネットワークの形成（１）陶生病院ロータ

リーのハブ化推進」において、公立陶生病院への市

内基幹バスやコミュニティバス、隣接市の公共交通

の乗り入れを促進し、公共交通ネットワークの強化

を図ることとしています。いただいたご意見は今後

の事業実施の参考とします。

Ｃ

24

第２章

都市づく

りの現状

と課題

将来交通

計画

（コミュ

ニティバ

ス）

　公共交通網の現状について、拠点間を結ぶ市内

基幹バス、これらに接続し、居住地などを網羅的

に運行するコミュニティバスにより形成されてい

ると述べられています。

　このコミュニティバスの利用者数と利用範囲を

教えてください。また、瀬戸市の人口に対する割

合と影響範囲も教えてください。

　コミュニティバスの利用者数については、「第２

章　都市づくりの現状と課題　２－８公共交通の状

況（５）コミュニティバスの状況」に記載していま

す。

　市民3,000人を対象とした瀬戸市公共交通に関す

る市民アンケート調査（平成28年度）では、回答

者の約６％がコミュニティバスを利用していまし

た。また、利用している回答者のうち、バス停まで

の移動手段の約81％が徒歩であることから、主に

コミュニティバス沿線にお住まいの方にご利用いた

だいています。

Ｄ

10/12



No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

25

第２章

都市づく

りの現状

と課題

将来交通

計画

（コミュ

ニティバ

ス）

　公共交通のカバー状況について、とくにコミュ

ニティバスの路線の拡大と延長をしてきませんで

した。周辺市町の運行状況を知る人たちから、カ

バー率がおかしいのでないか、充足率なら分かる

という人が多くいます。

　このカバー率で市民が理解していると思います

か。アンケートなどで聞き取りをした資料がある

と思いますので、お聞かせ下さい。

　また、周辺の自治体においては、目的地に行く

ために自宅から停留所への距離を、７分程度にで

きるようにルートの検討をしていることを聞きま

す。

　公共交通のカバー状況については、国の指針に基

づき公共交通の人口カバー率を算出しています。

　なお、市民3,000人を対象とした瀬戸市公共交通

に関する市民アンケート調査（平成28年度）で、瀬

戸市の鉄道やバス等の公共交通は日常生活を送るう

えで満足できる交通手段であるかを聞いたところ、

思う・やや思うと答えた方は回答者の約49％でし

た。

　また、駅やバス停から歩ける距離を聞いたとこ

ろ、駅から歩ける時間は10分程度が最も多く、バ

ス停から歩ける距離は５分程度が最も多くなってい

ます。

Ｄ

26

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（公共交

通の利便

性向上）

　市立図書館、文化ホール、岩屋堂や道の駅へ行

く際に、鉄道やバス等の乗り換え回数や乗継時間

をできる限り少なくしてほしい。

　「３－３将来都市構造（１）多極ネットワーク型

コンパクト構造の基本的考え方」において、医療・

福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、

あるいは、高齢者をはじめとする住民が公共交通に

より医療・福祉施設や商業施設等にアクセスできる

など、日常生活に必要なサービスが住まい等の身近

に存在する「多極ネットワーク型コンパクト構造」

を目指すこととしています。いただいたご意見は今

後の事業実施の参考とします。

Ｃ

27

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（コミュ

ニティバ

ス）

　生活交通の確保について、「菱野団地　住民バ

ス」と「下半田川線地域　デマンド型タクシー」

の二つが記述されていますが、こうはん線などの

コミュニティバスの路線についても説明をしてく

ださい。

　平成29年度に実施した社会実験の事例として、

「菱野団地　住民バス」と「下半田川線地域　デマ

ンド型タクシー」を挙げています。

　こうはん線などのコミュニティバスについても、

居住地から拠点周辺の生活利便施設へのアクセスを

確保するための生活交通として位置づけ、地域特性

に応じて効率的・効果的な運行のあり方を検討し、

持続可能な生活交通の確保を図ることとしていま

す。

Ｂ

⑸　安全安心に関するもの（３項目）

No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

1

第２章

都市づく

りの現状

と課題

都市交通

（安全安

心）

　都市交通に関する課題「❖７－１：歩行者・自

転車等の安全性の確保」について、「安全性」よ

りも「安全」の方が良いのではないか。

　ご指摘の意見を踏まえ、「歩行者・自転車等の安

全の確保」としました。
Ａ
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No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

2

第３章

都市の将

来像

将来交通

計画

（安全安

心・道路

整備）

　中心市街地における狭あい道路の整備などの取

り組みについて、瀬戸市として、現状を説明して

いるだけに終わっていないか心配しています。地

震に強いまち（地区）にするために時間をかけて

でも整備する方向性を見出すことができていない

ことについて残念です。他都市の先進的な事例を

参考に、検討を重ねて再生ビジョンを出して下さ

い。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

安全安心の確保（２）④建替えにあわせた狭あい道

路の解消」において、空き家をはじめとした老朽建

築物等の解体を促進し、道路の拡幅やオープンス

ペース等の確保を図ることとしています。いただい

たご意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

3

第３章

都市の将

来像

交通施策

（安全安

心）

　水野支所前の信号について、支所駐車場から出

る時に、こちら側に向かって信号が設置されてい

ます。駐車場は公道ではないので､道路交通法に

法るなら信号を設置すべきではないと思います。

　歩行者と自動車の交錯が危険なため、歩行者専

用の押しボタン式信号のみにした方が、歩行者に

とっては安全だと思います。

　「３－５将来交通計画（３）都市交通政策と施策

安全安心の確保（１）交通事故対策の推進」におい

て、事故のない安全な交通環境の形成に向けた対策

を推進することとしています。いただいたご意見は

今後の事業実施の参考とします。

Ｃ

⑹　その他（３項目）

No. 分野 項目 意見の概要 市の考え方 対応

1 その他

計画書全

般

（表現）

　文中で意味が分からない、分かりにくい言葉や

用語があるため、解説をつけるなど分かりやすく

してほしい。

　ご指摘いただいた言葉や用語に対して、用語説明

を追加しました。
Ａ

2 その他

計画書全

般

（表現）

　文字やグラフなどのサイズや色合いが読みにく

いため、誰にとっても見やすくしてほしい。

　ご指摘いただいた文字、グラフのサイズについて

調整しました。
Ａ

3 その他

その他

（公共施

設の利活

用）

　社会福祉協議会などが実施しているカフェをは

じめ、子どもや地域との交流の場として地域の公

共施設を利用することはとても良いと思います。

公共施設の充足、利用環境の改善など公共施設を

利用した地域コミュニティづくりを推進してほし

い。

　公共サービスの維持及び施設量の適正化等の都市

構造の課題も踏まえ、「多極ネットワーク型コンパ

クト構造」の実現により、持続可能な都市を形成す

るとともに、豊かな暮らしを実感できる都市環境の

質の向上を目指すこととしています。いただいたご

意見は今後の事業実施の参考とします。

Ｃ
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